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　田
園
の
緑
も
色
濃
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。　散

歩
す
る
人
達
も
腕
を
回
し
た
り
、

深
呼
吸
を
し
た
り
、清
々
し
い
気
分
に

浸
っ
て
い
る
姿
を
見
か
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　自
然
に
は
無
限
の
力
が
あ
る
と
言
わ

れ
ま
す
が
、人
間
の
身
体
ば
か
り
で
な

く
、心
も
癒
す
力
に
は
大
き
な
魅
力
を

感
じ
ま
す
。同
僚
議
員
が
一
般
質
問
で

天
栄
村
の
自
然
を
生
か
し
た
村
づ
く
り

を
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、一
考
を
要
す

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　今
月
号
か
ら
広
報
委
員
が
変
わ
り

ま
し
た
。

　前
任
者
が
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が

ら
築
か
れ
た
紙
面
作
り
を
し
っ
か
り
と

引
き
継
ぎ
ま
し
て
、よ
り
一
層
、皆
さ
ん

に
愛
読
さ
れ
る
よ
う
委
員
一
同
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

平成30年7月25日発行

発行／福島県天栄村議会　編集／議会広報常任委員会  〒962-0592 福島県岩瀬郡天栄村大字下松本字原畑78　☎（0248）82-2101

編
集
後
記

《
議
会
広
報
常
任
委
員
会
》

委
員
長 

服
部

　
　晃

副
委
員
長 

揚
妻

　一
男

委

　
　員 

熊
田

　喜
八

委

　
　員 

円
谷

　
　要

委

　
　員 

後
藤

　
　修

No.143

定例会は3月、6月、9月、12月に
行われます。詳しくは議会事務局
へお問い合わせください。

議会のホームページが開設されて
います。議会の概要、会議録（平成
24年3月以降の定例会・臨時会）、議
会だよりが掲載されています。

あなたも議会を
傍聴してみませんか？

議会のホームページを
ご覧ください

☎82－2101

http://www.vill.tenei.fukushima.jp/site/gikai/
をご覧ください。天栄村ホームページトップ 天栄村議会

表紙の写真
　天栄幼稚園う
さぎ組の英語の
授業を取材しまし
た。
　ALTのジャック
リン先生と一緒に
体操したり、ゲー
ムをしたりと楽し
く授業を受けて
いました。
　最後はみんな
でハイタッチをし
てお別れの挨拶
をし、元気な笑顔
を見せていました。

内容は12ページ記事をご覧ください。

主 な 内 容

●平成３０年６月定例会…………P2～3
●３議員が一般質問………………P4～7
●総務・産業建設常任委員会
　合同行政視察 ………………………… P9
●村議会・議員の活動 ……P10～11

会員の方々による合唱

関東地方
天栄村人会総会活動

の村議会 議員

［平成３０年7月8日］

関東地方天栄村人会にて意見交換
　７月８日（日）東京グリーンパレスにて、平成３０年度総
会が実施され、議会議員9名が出席しました。
　総会では、廣瀬議長が議会を代表して挨拶し、「昭和
の時代から毎年こうして、ふるさと天栄に思いを馳せる
皆様と、東京でお会いできることは、村民としても大き
な喜びであり、勇気づけられる」と述べました。
　また、総会後に開催された懇親会では、天栄村民の歌
である「伸びゆく天栄」を斉唱し、アトラクションやカラ
オケなどが行われました。
　歓談の時間には、会員の方々から村に対する思いを
伺うなど、貴重な意見交換の場となりました。
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号

6月定例会［会期］ 6月６日～１1日まで

　平成３０年６月定例会では、平成３０年度一般会計予算や条例改
正など８件（報告２件を含む）が提出され、審議の結果、全議案が承
認・可決されました。
　また、２件の陳情を審議した結果、１件は採択、もう１件について
は継続審査となり、提出された議員発議案１件が可決されました。
　本定例会では、３名の議員が一般質問を行い、学校の統廃合や
窓口業務などについて問いました。

平成３０年度一般会計補正予算、
報告・条例改正など８議案を承認・可決

東日本大震災を記録に残し、後世へ伝えるた
めの記録誌作成

森林の整備並びに放射性物質の低減及び拡散
防止
・児渡滝田線道路改良工事
　大雨時の道路冠水対策及び歩行空間の確保とし
て水路整備を実施
・仲川原橋橋梁補修工事
　橋梁の延命対策としての補修工事を実施

Pickup!! ［報告第１号］ 平成２９年度天栄村繰越明許費繰越しの報告

平成２９年度一般会計の繰越明許費に係る
歳出予算の経費を平成３０年度へ繰越し
　平成３０年３月定例会にて議決した一般会計の繰越明許費に係る繰越額が確定したため、報告を受けたもの
です。首長は、このような経費の繰越しを行った場合、議会へ報告しなければなりません。

承認

Pickup!! ［議案第3号］ 天栄村簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定

簡易水道事業給水条例の一部を変更
水源名について記載
　簡易水道事業の統合による各水源施設の明確化に伴い、下記のとおり所要の改正が行われました。

可決

拡充予定の道の駅季の里天栄

事業名 内　容 金額
（翌年度繰越額） うち一般財源

水源名

震災記録作成事業

大字名 字名

原ノ下
居平、中田、下原、湯田、高寺、西平、上長沼沢、上坂本川、下河内、関場

更目木、井良沢、大向、鹿野、持石、中平、居平、坂ノ下、山梨平、餅箱山、坂ノ上

滝上、滝下、家ノ上、五倫林山、宮下、宮前、江持田、𩺊田、元木原、湯ノ後
野仲、向原、上ノ原、滝ノ上山

第一水源（湯本水源）

大平水源

第二水源
（野仲水源）

湯本

田良尾

48.6万円 48.6万円

村内ため池の放射性物質対策福島再生加速化
交付金事業 1億4,000万円 3,500万円

ふくしま森林
再生事業 3億8,442.1万円 6,043万円

社会資本整備総合
交付金事業 7,835.6万円 3,254.7万円

平成30年度一般会計補正予算と審議

・道の駅「季の里天栄」用地購入費 .........................５,３４５.５万円
 （上記道の駅拡充計画にかかる用地購入）

農業振興費

可決
Pickup!! ［議案第6号］ 平成３０年度一般会計補正予算について

歳入歳出それぞれ６,７２８.８万円を追加
予算の総額を４６億４,０２８.８万円へ

補正の
主なもの

・移住情報アプリケーション導入業務委託料 ............１６２万円
・現地視察業務委託料.....................................................１１８.８万円地方創生費

寄付者等を対象に、ふるさと納税事業報告、村広報や移住関連
情報等の発信を実施するほか、村内において地域住民とのグル
ープワークや視察の機会を提供するといったモデル事業。

平成３０年度からスタートし、平
成３３年度以降、補助金等財源
の見通しを踏まえながら、建築
物等に着手することとしており
ます。

［産業課長］A

［渡部議員］Q
何年かけて行う予定なのか。

予算は水田・山林・原野あわせて5,340万円、地権者数は
19名（実人数）。譲渡については同意を得ているので、土地
収用事業の認定後に契約を締結する予定となっています。

［産業課長］A

［後藤議員］Q
買収価格・地権者数、また、用地購入の進捗状況
はどうなっているのか。

譲渡所得に対する税金がかからないよう、土地収用事業の
認定等を行っているため、契約までは至っていません。買収
価格については、鑑定評価を実施した上で設定しています。

［産業課長］A

［揚妻議員］Q
未だ契約に至っていない理由は。また、買収価格
の設定については、鑑定評価を行っているのか。

議員質疑と答弁

道の駅「季の里天栄」用地
購入費について

6月定例会その他審議結果一覧表

議
　
　案

報
告

事　件号 内　容 結果
水道事業会計建設改良費の繰
越額の確定を報告

平成29年度天栄村水道事業会計建設改良費繰越しの報告につ
いて2 承認

介護保険法施行令による保険料
軽減率確定に伴う所要の改正専決処分の報告及び承認について1 承認

運営主体が県に移行したことに
伴う所要の改正天栄村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について2 原案可決

児渡滝田線道路改良工事の工
事請負契約について契約金額
を964,440円増額

工事請負契約の一部変更について4 原案可決

４分団第６班へ納入予定の小型
動力ポンプ付積載車の購入に
伴う財産の取得

財産の取得に関し議決を求めることについて5 原案可決
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号

6月定例会［会期］ 6月６日～１1日まで

　平成３０年６月定例会では、平成３０年度一般会計予算や条例改
正など８件（報告２件を含む）が提出され、審議の結果、全議案が承
認・可決されました。
　また、２件の陳情を審議した結果、１件は採択、もう１件について
は継続審査となり、提出された議員発議案１件が可決されました。
　本定例会では、３名の議員が一般質問を行い、学校の統廃合や
窓口業務などについて問いました。

平成３０年度一般会計補正予算、
報告・条例改正など８議案を承認・可決

東日本大震災を記録に残し、後世へ伝えるた
めの記録誌作成

森林の整備並びに放射性物質の低減及び拡散
防止
・児渡滝田線道路改良工事
　大雨時の道路冠水対策及び歩行空間の確保とし
て水路整備を実施
・仲川原橋橋梁補修工事
　橋梁の延命対策としての補修工事を実施

Pickup!! ［報告第１号］ 平成２９年度天栄村繰越明許費繰越しの報告

平成２９年度一般会計の繰越明許費に係る
歳出予算の経費を平成３０年度へ繰越し
　平成３０年３月定例会にて議決した一般会計の繰越明許費に係る繰越額が確定したため、報告を受けたもの
です。首長は、このような経費の繰越しを行った場合、議会へ報告しなければなりません。

承認

Pickup!! ［議案第3号］ 天栄村簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定

簡易水道事業給水条例の一部を変更
水源名について記載
　簡易水道事業の統合による各水源施設の明確化に伴い、下記のとおり所要の改正が行われました。

可決

拡充予定の道の駅季の里天栄

事業名 内　容 金額
（翌年度繰越額） うち一般財源

水源名

震災記録作成事業

大字名 字名

原ノ下
居平、中田、下原、湯田、高寺、西平、上長沼沢、上坂本川、下河内、関場

更目木、井良沢、大向、鹿野、持石、中平、居平、坂ノ下、山梨平、餅箱山、坂ノ上

滝上、滝下、家ノ上、五倫林山、宮下、宮前、江持田、𩺊田、元木原、湯ノ後
野仲、向原、上ノ原、滝ノ上山

第一水源（湯本水源）

大平水源

第二水源
（野仲水源）

湯本

田良尾

48.6万円 48.6万円

村内ため池の放射性物質対策福島再生加速化
交付金事業 1億4,000万円 3,500万円

ふくしま森林
再生事業 3億8,442.1万円 6,043万円

社会資本整備総合
交付金事業 7,835.6万円 3,254.7万円

平成30年度一般会計補正予算と審議

・道の駅「季の里天栄」用地購入費 .........................５,３４５.５万円
 （上記道の駅拡充計画にかかる用地購入）

農業振興費

可決
Pickup!! ［議案第6号］ 平成３０年度一般会計補正予算について

歳入歳出それぞれ６,７２８.８万円を追加
予算の総額を４６億４,０２８.８万円へ

補正の
主なもの

・移住情報アプリケーション導入業務委託料 ............１６２万円
・現地視察業務委託料.....................................................１１８.８万円地方創生費

寄付者等を対象に、ふるさと納税事業報告、村広報や移住関連
情報等の発信を実施するほか、村内において地域住民とのグル
ープワークや視察の機会を提供するといったモデル事業。

平成３０年度からスタートし、平
成３３年度以降、補助金等財源
の見通しを踏まえながら、建築
物等に着手することとしており
ます。

［産業課長］A

［渡部議員］Q
何年かけて行う予定なのか。

予算は水田・山林・原野あわせて5,340万円、地権者数は
19名（実人数）。譲渡については同意を得ているので、土地
収用事業の認定後に契約を締結する予定となっています。

［産業課長］A

［後藤議員］Q
買収価格・地権者数、また、用地購入の進捗状況
はどうなっているのか。

譲渡所得に対する税金がかからないよう、土地収用事業の
認定等を行っているため、契約までは至っていません。買収
価格については、鑑定評価を実施した上で設定しています。

［産業課長］A

［揚妻議員］Q
未だ契約に至っていない理由は。また、買収価格
の設定については、鑑定評価を行っているのか。

議員質疑と答弁

道の駅「季の里天栄」用地
購入費について

6月定例会その他審議結果一覧表

議
　
　案

報
告

事　件号 内　容 結果
水道事業会計建設改良費の繰
越額の確定を報告

平成29年度天栄村水道事業会計建設改良費繰越しの報告につ
いて2 承認

介護保険法施行令による保険料
軽減率確定に伴う所要の改正専決処分の報告及び承認について1 承認

運営主体が県に移行したことに
伴う所要の改正天栄村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について2 原案可決

児渡滝田線道路改良工事の工
事請負契約について契約金額
を964,440円増額

工事請負契約の一部変更について4 原案可決

４分団第６班へ納入予定の小型
動力ポンプ付積載車の購入に
伴う財産の取得

財産の取得に関し議決を求めることについて5 原案可決
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　平成３０年６月定例会の一般質問は、６月６日に行われました。
　天栄村議会の一般質問は、答弁を除く議員の発言時間を４０分とした
一門一答式のスタイルをとっています。質問内容は抜粋となりますので、
興味のある方は会議録の閲覧もできます。

特別職、各種委員等の報酬は適正か1
村の活性化対策について2
学校の統廃合問題3

服部　晃 議員 P54番1

災害時における対応は1
窓口業務のさらなる住民サービス向上へ2

大須賀 渓仁 議員 P63番2

産業廃棄物について1
鳥獣被害について2

熊田 喜八 議員 P78番3

村
政
を

問
う

　「議会」は、住民の皆さんに代わって村の行財政の運営を監視する役割があります。
　一般質問は、その議会を構成する「議員」に与えられた権利です。村の事務の執行状況や
村の将来への考え方について報告や説明を村長に求めることができます。村民のための
適切な村政運営が図られているか、質問を行うものです。

一般質問ってなぁに？？

　
平
成
の
市
町
村
合
併
時
、天
栄
村
は

合
併
せ
ず
、当
面
自
立
の
道
を
歩
む
こ

と
を
選
択
し
ま
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ

り
、財
政
が
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
、

そ
の
時
に
天
栄
村
の
特
別
職
及
び
各

種
委
員
等
の
報
酬
を
全
て
減
額
し
ま

し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、現
在
の
状
況
を
考

え
る
と
適
正
な
る
報
酬
と
は
思
え
ま

せ
ん
。す
べ
て
の
報
酬
を
原
点
に
も
ど

っ
て
是
正
す
る
時
期
で
は
な
い
か
。

　
特
別
職
の
報
酬
及
び
各
種
委
員
等

の
報
酬
は
、平
成
17
年
度
か
ら
行
財
政

改
革
の一環
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
約
５

％
の
削
減
を
行
い
、持
続
可
能
な
地
方

自
治
運
営
の
た
め
、歳
出
の
抑
制
を
図

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。な
お
、全
て
の
報
酬

を
原
点
に
戻
っ
て
是
正
す
る
時
期
で
は

な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、報

酬
の
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、近
隣
市
町

村
の
状
況
を
確
認
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
村
の
活
性
化
対
策
に
つ
い
て
は
、い

ろ
い
ろ
な
施
策
が
現
在
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、次
の
事
項
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

①
企
業
誘
致
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

②
住
宅
団
地
の
造
成
を
行
う
考
え
は

あ
る
の
か

③
村
外
か
ら
の
誘
客
事
業
に
つ
い
て

は
、主
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
考
え

て
い
る
の
か

　
１
番
目
の
企
業
誘
致
の
進
捗
状
況

に
つ
き
ま
し
て
は
、残
り
の
二
区
画
、約

２・７
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
の
企
業
誘
致
に

向
け
、福
島
県
の
企
業
立
地
課
や
東
京

事
務
所
と
連
携
し
て
、首
都
圏
で
の
企

業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
等
に
お
い
て
、参
加

企
業
へ
の
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。本
年
度
は
、こ
れ
ら
に
加
え
、村
独

自
に
企
業
に
対
す
る
意
向
調
査
や
立

地
計
画
等
の
情
報
収
集
を
外
部
団
体

に
委
託
し
、立
地
の
可
能
性
が
あ
る
と

見
込
ま
れ
る
企
業
を
訪
問
し
、工
業
団

地
の
セ
ー
ル
ス
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
２
番
目
に
つ
い
て
は
、平
成
29
年
度

に
お
い
て
、宅
地
造
成
適
地
選
定
調
査

を
委
託
し
、候
補
地
と
し
て
検
討
し
た

箇
所
の
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

宅
地
造
成
事
業
費
が
大
き
く
な
る
と

見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、今
後
、実
施
す

る
た
め
に
最
善
な
事
業
及
び
財
源
を

模
索
、検
討
し
、事
業
効
果
も
考
え
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
３
番
目
の
誘
客
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、現
在
、村
観
光
協
会
が
事
業
主
体

と
な
り
合
宿
誘
致
事
業
や
天
栄
村
サ

ポ
ー
タ
ー
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

合
宿
誘
致
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、平

成
29
年
度
が
の
べ
４
，４
４
９
人
と
、

年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、今
後

も
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
来
年
９
月
28
日
に
は
、オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。大

会
に
は
、国
内
か
ら
の
べ
４
，５
０
０
人

が
参
加
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、こ
の

大
会
を
通
じ
、広
く
本
村
の
魅
力
を
発

信
し
、国
内
外
か
ら
の
誘
客
促
進
に
も

繋
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
村
内
各
学
校
の
児
童
数
、生
徒
数
が

減
少
す
る
中
に
あ
っ
て
、本
村
に
は
小
学

校
が
４
つ
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
学
校
に

お
い
て
老
朽
化
が
進
み
、修
繕
費
が
今

後
増
大
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、学
校
の
統
合

を
そ
ろ
そ
ろ
検
討
し
て
も
良
い
時
期

で
は
な
い
か
。

　
現
在
、村
内
の
効
率
学
校
に
お
き
ま

し
て
は
、小
学
校
４
校
に
２
５
０
名
の

児
童
が
学
ん
で
お
り
ま
す
が
、当
村
に

お
い
て
も
少
子
化
問
題
に
つ
い
て
は
、

避
け
て
は
通
れ
な
い
も
の
と
実
感
し
て

お
り
ま
す
。統
合
に
お
き
ま
し
て
は
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
学
び
の
確
保
を
第一

に
、地
域
の
実
情
や
保
護
者
の
意
向
、

更
に
は
時
代
背
景
を
鑑
み
て
、関
係
機

関
と
と
も
に
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、十

分
な
話
し
合
い
の
中
で
方
向
性
を
見

出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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議 

員

議 

員
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長

村 

長

村 

長
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議
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村
政
を
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う
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般
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等
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か
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　平成３０年６月定例会の一般質問は、６月６日に行われました。
　天栄村議会の一般質問は、答弁を除く議員の発言時間を４０分とした
一門一答式のスタイルをとっています。質問内容は抜粋となりますので、
興味のある方は会議録の閲覧もできます。

特別職、各種委員等の報酬は適正か1
村の活性化対策について2
学校の統廃合問題3

服部　晃 議員 P54番1

災害時における対応は1
窓口業務のさらなる住民サービス向上へ2

大須賀 渓仁 議員 P63番2

産業廃棄物について1
鳥獣被害について2

熊田 喜八 議員 P78番3

村
政
を

問
う

　「議会」は、住民の皆さんに代わって村の行財政の運営を監視する役割があります。
　一般質問は、その議会を構成する「議員」に与えられた権利です。村の事務の執行状況や
村の将来への考え方について報告や説明を村長に求めることができます。村民のための
適切な村政運営が図られているか、質問を行うものです。

一般質問ってなぁに？？

　
平
成
の
市
町
村
合
併
時
、天
栄
村
は

合
併
せ
ず
、当
面
自
立
の
道
を
歩
む
こ

と
を
選
択
し
ま
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ

り
、財
政
が
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
、

そ
の
時
に
天
栄
村
の
特
別
職
及
び
各

種
委
員
等
の
報
酬
を
全
て
減
額
し
ま

し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、現
在
の
状
況
を
考

え
る
と
適
正
な
る
報
酬
と
は
思
え
ま

せ
ん
。す
べ
て
の
報
酬
を
原
点
に
も
ど

っ
て
是
正
す
る
時
期
で
は
な
い
か
。

　
特
別
職
の
報
酬
及
び
各
種
委
員
等

の
報
酬
は
、平
成
17
年
度
か
ら
行
財
政

改
革
の一環
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
約
５

％
の
削
減
を
行
い
、持
続
可
能
な
地
方

自
治
運
営
の
た
め
、歳
出
の
抑
制
を
図

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。な
お
、全
て
の
報
酬

を
原
点
に
戻
っ
て
是
正
す
る
時
期
で
は

な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、報

酬
の
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、近
隣
市
町

村
の
状
況
を
確
認
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
村
の
活
性
化
対
策
に
つ
い
て
は
、い

ろ
い
ろ
な
施
策
が
現
在
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、次
の
事
項
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

①
企
業
誘
致
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

②
住
宅
団
地
の
造
成
を
行
う
考
え
は

あ
る
の
か

③
村
外
か
ら
の
誘
客
事
業
に
つ
い
て

は
、主
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
考
え

て
い
る
の
か

　
１
番
目
の
企
業
誘
致
の
進
捗
状
況

に
つ
き
ま
し
て
は
、残
り
の
二
区
画
、約

２・７
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
の
企
業
誘
致
に

向
け
、福
島
県
の
企
業
立
地
課
や
東
京

事
務
所
と
連
携
し
て
、首
都
圏
で
の
企

業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
等
に
お
い
て
、参
加

企
業
へ
の
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。本
年
度
は
、こ
れ
ら
に
加
え
、村
独

自
に
企
業
に
対
す
る
意
向
調
査
や
立

地
計
画
等
の
情
報
収
集
を
外
部
団
体

に
委
託
し
、立
地
の
可
能
性
が
あ
る
と

見
込
ま
れ
る
企
業
を
訪
問
し
、工
業
団

地
の
セ
ー
ル
ス
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
２
番
目
に
つ
い
て
は
、平
成
29
年
度

に
お
い
て
、宅
地
造
成
適
地
選
定
調
査

を
委
託
し
、候
補
地
と
し
て
検
討
し
た

箇
所
の
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

宅
地
造
成
事
業
費
が
大
き
く
な
る
と

見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、今
後
、実
施
す

る
た
め
に
最
善
な
事
業
及
び
財
源
を

模
索
、検
討
し
、事
業
効
果
も
考
え
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
３
番
目
の
誘
客
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、現
在
、村
観
光
協
会
が
事
業
主
体

と
な
り
合
宿
誘
致
事
業
や
天
栄
村
サ

ポ
ー
タ
ー
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

合
宿
誘
致
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、平

成
29
年
度
が
の
べ
４
，４
４
９
人
と
、

年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、今
後

も
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
来
年
９
月
28
日
に
は
、オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。大

会
に
は
、国
内
か
ら
の
べ
４
，５
０
０
人

が
参
加
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、こ
の

大
会
を
通
じ
、広
く
本
村
の
魅
力
を
発

信
し
、国
内
外
か
ら
の
誘
客
促
進
に
も

繋
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
村
内
各
学
校
の
児
童
数
、生
徒
数
が

減
少
す
る
中
に
あ
っ
て
、本
村
に
は
小
学

校
が
４
つ
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
学
校
に

お
い
て
老
朽
化
が
進
み
、修
繕
費
が
今

後
増
大
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、学
校
の
統
合

を
そ
ろ
そ
ろ
検
討
し
て
も
良
い
時
期

で
は
な
い
か
。

　
現
在
、村
内
の
効
率
学
校
に
お
き
ま

し
て
は
、小
学
校
４
校
に
２
５
０
名
の

児
童
が
学
ん
で
お
り
ま
す
が
、当
村
に

お
い
て
も
少
子
化
問
題
に
つ
い
て
は
、

避
け
て
は
通
れ
な
い
も
の
と
実
感
し
て

お
り
ま
す
。統
合
に
お
き
ま
し
て
は
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
学
び
の
確
保
を
第一

に
、地
域
の
実
情
や
保
護
者
の
意
向
、

更
に
は
時
代
背
景
を
鑑
み
て
、関
係
機

関
と
と
も
に
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、十

分
な
話
し
合
い
の
中
で
方
向
性
を
見

出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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議 

員

議 

員

村 

長

村 

長

村 

長

服
部
　
晃 
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員

村
政
を
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う

一
般
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問

4番

特
別
職
、各
種

委
員
等
の
報
酬
は

適
正
か
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の
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問
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住
民
福
祉
課
長

災
害
に
お
け
る

対
応
は

1

議 

員

議 

員
総
務
課
長

議 

員

議 

員

　
天
栄
村
防
災
マ
ッ
プ
の
中
で
、緊

急
避
難
所・避
難
所一覧
か
ら
外
れ
て

い
る
集
会
所・学
校
等
が
あ
り
ま
す
。

万
が一、災
害
が
発
生
し
た
場
合
、住

民
に
対
し
て
の
避
難
所
の
案
内
や
周

知
と
い
っ
た
安
全
対
策
は
万
全
か
伺

い
た
い
。

　
該
当
す
る
行
政
区
の
避
難
所
と

し
て
、牧
本
地
区
は
天
栄
村
体
育
館
、

大
里
地
区
は
大
里
小
学
校
体
育
館
、

湯
本
地
区
は
湯
本
体
育
館
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、新
た
な
土
砂
災
害
警
戒
区

域
や
河
川
の
浸
水
想
定
地
域
の
情

報
を
反
映
さ
せ
、早
急
に
住
民
へ
の

周
知
を
図
り
、安
全
対
策
に
努
め
ま

す
。

　
住
民
の
円
滑
な
自
主
避
難
を
促

す
為
に
も
、避
難
方
法
の
徹
底
を
行

政
が
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
、土
砂
災
害
を
想
定
し
て
の

防
災
訓
練
の
予
定
は
あ
る
か
。

　
８
月
に
湯
本
地
区
で
の
防
災
訓
練

を
予
定
し
て
お
り
、順
次
、各
地
区

ご
と
に
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
く

考
え
で
す
。

　
各
種
証
明
書
の
発
行
業
務
を
土

日
の
休
日
で
も
で
き
な
い
か
、と
の

声
が
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

婚
姻
届・死
亡
届
等
の
届
出
は
夜
間

や
土
日
祝
日
で
も
、宿・日
直
が
受

付
け
対
応
し
て
い
ま
す
。証
明
書
の

発
行
業
務
に
関
し
て
も
対
応
策
を

講
じ
る
べ
き
と
考
え
る
が
村
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

　
現
在
、朝
の
就
業
時
間
前
で
も
発

行
体
制
が
整
っ
て
い
る
場
合
や
、昼

休
み
、夕
方
も
事
前
に
連
絡
を
頂
き

職
員
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、時
間

外
の
発
行
業
務
を
臨
機
応
変
に
対

応
し
、住
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い

ま
す
。休
日
の
窓
口
開
設
に
関
し
て

は
、現
在
の
職
員
体
制
も
考
慮
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
で
各
種
証
明
書
を
発
行

し
て
い
る
市
町
村
が
あ
る
が
、本
村

で
の
実
施
予
定
は
あ
る
か
。

　
コ
ン
ビ
ニ
で
の
発
行
業
務
に
関
し

て
は
、初
期
投
資
費
用
と
年
間
経
費

等
の
状
況
を
踏
ま
え
て
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
須
賀 

渓
仁 

議
員

村
政
を
問
う

一
般
質
問

3番村 

長

村 

長 窓
口
業
務
の

さ
ら
な
る
住
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
へ

2

熊
田 

喜
八 

議
員

村
政
を
問
う

一
般
質
問

8番 　
大
里
地
区
に
持
ち
込
ま
れ
た
産
業

廃
棄
物
は
、現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。ま
た
、そ
の
後
の
対
応
対

策
は
、ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

　
大
里
地
区
内
の
畑
と
牛
舎
跡
地

の
２
か
所
に
お
い
て
、確
認
し
て
お

り
ま
し
た
解
体
家
屋
等
の
廃
棄
物
に

関
し
ま
し
て
は
、以
前
か
ら
産
業
廃

棄
物
を
所
管
す
る
県
中
地
方
振
興

局
環
境
課
と
連
携
し
、搬
入
者
に
対

し
て
、適
切
な
処
分
と
共
に
、新
た

な
搬
入
の
中
止
等
の
指
導
を
行
い
、

併
せ
て
新
た
な
廃
棄
物
が
置
か
れ
な

い
よ
う
注
記
看
板
の
設
置
や
定
期

的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。

　
今
ま
で
搬
入

者
に
撤
去
指
導

を
行
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、今
年
に

入
り
、搬
入
者
と

連
絡
が
と
れ
な
い

日
が
続
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、県
で

は
調
査
の
範
囲
を

さ
ら
に
広
げ
、現

在
、当
時
の
関
係

者
等
か
ら
聞
き

取
り
を
行
い
、撤

去
に
向
け
て
、調

査
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
村
と
し
ま
し
て

も
、問
題
解
決
に

向
け
、早
急
に
対

応
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、何
と
か
打

開
す
べ
く
県
へ
依
頼
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、引
き
続
き
、地
権
者
の
方
へ

の
廃
棄
物
の
撤
去
指
導
を
行
っ
て
お

り
、時
間
を
要
し
て
お
り
ま
す
が
、

県
と
連
携
し
、廃
棄
物
の
処
理
完
了

を
目
指
し
、努
め
て
お
り
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
か
ら
年
々
鳥
獣
に
よ

る
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
と
の
声
が

聞
か
れ
ま
す
が
、過
去
５
年
間
の
捕

獲
数
を
資
料
提
出
の
上
、今
後
の
村

の
対
応
対
策
を
伺
い
た
い
。

　
今
後
の
鳥
獣
対
策
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、ま
ず
、

被
害
防
止
対
策
と
し
て
、

個
人
や
集
団
に
対
す
る
電

気
柵
の
設
置
補
助
、侵
入

防
止
柵
の
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
の
購
入
補
助
、ま
た
、

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

に
よ
る
森
林
整
備
が
人
里

へ
の
出
没
を
防
止
す
る
緩

衝
地
帯
の
整
備
に
つ
な
が

っ
て
お
り
ま
す
の
で
本
事

業
も
継
続
し
て
取
り
組
み
、

被
害
の
発
生
や
被
害
拡
大
の
防
止

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
個
体
数
の
減
少
を
図
る
た

め
の
捕
獲
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
活
動
支

援
、捕
獲
協
力
員
の
増
加
を
図
る
た

め
、狩
猟
免
許
取
得
費
の
助
成
や
罠

の
貸
与
も
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、被
害
防
止
対
策
や
捕
獲
な

ど
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
を
広
域
的

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、近
隣
市
町

村
や
県
と
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

産
業
廃
棄
物
の

現
状
は

1

鳥
獣
被
害
の

対
応
策
は

2

議 

員
村 

長

議 

員
村 

長

災害時一次避難所標記（下松本集落センター）
持ち込まれていた産業廃棄物
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住
民
福
祉
課
長

災
害
に
お
け
る

対
応
は

1

議 

員

議 

員
総
務
課
長

議 

員

議 

員

　
天
栄
村
防
災
マ
ッ
プ
の
中
で
、緊

急
避
難
所・避
難
所一覧
か
ら
外
れ
て

い
る
集
会
所・学
校
等
が
あ
り
ま
す
。

万
が一、災
害
が
発
生
し
た
場
合
、住

民
に
対
し
て
の
避
難
所
の
案
内
や
周

知
と
い
っ
た
安
全
対
策
は
万
全
か
伺

い
た
い
。

　
該
当
す
る
行
政
区
の
避
難
所
と

し
て
、牧
本
地
区
は
天
栄
村
体
育
館
、

大
里
地
区
は
大
里
小
学
校
体
育
館
、

湯
本
地
区
は
湯
本
体
育
館
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、新
た
な
土
砂
災
害
警
戒
区

域
や
河
川
の
浸
水
想
定
地
域
の
情

報
を
反
映
さ
せ
、早
急
に
住
民
へ
の

周
知
を
図
り
、安
全
対
策
に
努
め
ま

す
。

　
住
民
の
円
滑
な
自
主
避
難
を
促

す
為
に
も
、避
難
方
法
の
徹
底
を
行

政
が
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
、土
砂
災
害
を
想
定
し
て
の

防
災
訓
練
の
予
定
は
あ
る
か
。

　
８
月
に
湯
本
地
区
で
の
防
災
訓
練

を
予
定
し
て
お
り
、順
次
、各
地
区

ご
と
に
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
く

考
え
で
す
。

　
各
種
証
明
書
の
発
行
業
務
を
土

日
の
休
日
で
も
で
き
な
い
か
、と
の

声
が
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

婚
姻
届・死
亡
届
等
の
届
出
は
夜
間

や
土
日
祝
日
で
も
、宿・日
直
が
受

付
け
対
応
し
て
い
ま
す
。証
明
書
の

発
行
業
務
に
関
し
て
も
対
応
策
を

講
じ
る
べ
き
と
考
え
る
が
村
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

　
現
在
、朝
の
就
業
時
間
前
で
も
発

行
体
制
が
整
っ
て
い
る
場
合
や
、昼

休
み
、夕
方
も
事
前
に
連
絡
を
頂
き

職
員
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、時
間

外
の
発
行
業
務
を
臨
機
応
変
に
対

応
し
、住
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い

ま
す
。休
日
の
窓
口
開
設
に
関
し
て

は
、現
在
の
職
員
体
制
も
考
慮
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
で
各
種
証
明
書
を
発
行

し
て
い
る
市
町
村
が
あ
る
が
、本
村

で
の
実
施
予
定
は
あ
る
か
。

　
コ
ン
ビ
ニ
で
の
発
行
業
務
に
関
し

て
は
、初
期
投
資
費
用
と
年
間
経
費

等
の
状
況
を
踏
ま
え
て
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
須
賀 

渓
仁 

議
員

村
政
を
問
う

一
般
質
問

3番村 

長

村 

長 窓
口
業
務
の

さ
ら
な
る
住
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
へ

2

熊
田 

喜
八 

議
員

村
政
を
問
う

一
般
質
問

8番 　
大
里
地
区
に
持
ち
込
ま
れ
た
産
業

廃
棄
物
は
、現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。ま
た
、そ
の
後
の
対
応
対

策
は
、ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

　
大
里
地
区
内
の
畑
と
牛
舎
跡
地

の
２
か
所
に
お
い
て
、確
認
し
て
お

り
ま
し
た
解
体
家
屋
等
の
廃
棄
物
に

関
し
ま
し
て
は
、以
前
か
ら
産
業
廃

棄
物
を
所
管
す
る
県
中
地
方
振
興

局
環
境
課
と
連
携
し
、搬
入
者
に
対

し
て
、適
切
な
処
分
と
共
に
、新
た

な
搬
入
の
中
止
等
の
指
導
を
行
い
、

併
せ
て
新
た
な
廃
棄
物
が
置
か
れ
な

い
よ
う
注
記
看
板
の
設
置
や
定
期

的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。

　
今
ま
で
搬
入

者
に
撤
去
指
導

を
行
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、今
年
に

入
り
、搬
入
者
と

連
絡
が
と
れ
な
い

日
が
続
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、県
で

は
調
査
の
範
囲
を

さ
ら
に
広
げ
、現

在
、当
時
の
関
係

者
等
か
ら
聞
き

取
り
を
行
い
、撤

去
に
向
け
て
、調

査
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
村
と
し
ま
し
て

も
、問
題
解
決
に

向
け
、早
急
に
対

応
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、何
と
か
打

開
す
べ
く
県
へ
依
頼
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、引
き
続
き
、地
権
者
の
方
へ

の
廃
棄
物
の
撤
去
指
導
を
行
っ
て
お

り
、時
間
を
要
し
て
お
り
ま
す
が
、

県
と
連
携
し
、廃
棄
物
の
処
理
完
了

を
目
指
し
、努
め
て
お
り
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
か
ら
年
々
鳥
獣
に
よ

る
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
と
の
声
が

聞
か
れ
ま
す
が
、過
去
５
年
間
の
捕

獲
数
を
資
料
提
出
の
上
、今
後
の
村

の
対
応
対
策
を
伺
い
た
い
。

　
今
後
の
鳥
獣
対
策
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、ま
ず
、

被
害
防
止
対
策
と
し
て
、

個
人
や
集
団
に
対
す
る
電

気
柵
の
設
置
補
助
、侵
入

防
止
柵
の
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
の
購
入
補
助
、ま
た
、

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

に
よ
る
森
林
整
備
が
人
里

へ
の
出
没
を
防
止
す
る
緩

衝
地
帯
の
整
備
に
つ
な
が

っ
て
お
り
ま
す
の
で
本
事

業
も
継
続
し
て
取
り
組
み
、

被
害
の
発
生
や
被
害
拡
大
の
防
止

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
個
体
数
の
減
少
を
図
る
た

め
の
捕
獲
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
活
動
支

援
、捕
獲
協
力
員
の
増
加
を
図
る
た

め
、狩
猟
免
許
取
得
費
の
助
成
や
罠

の
貸
与
も
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、被
害
防
止
対
策
や
捕
獲
な

ど
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
を
広
域
的

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、近
隣
市
町

村
や
県
と
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

産
業
廃
棄
物
の

現
状
は

1

鳥
獣
被
害
の

対
応
策
は

2

議 

員
村 

長

議 

員
村 

長

災害時一次避難所標記（下松本集落センター）
持ち込まれていた産業廃棄物
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可決工事請負契約の締結について

　平成３０年４月２４日に開会された第３回臨時会において、２件の議案が審議され、原案どおり可決とな
りました。議案の内容は下記のとおりです。

議案第１号
高トヤ仮置場
放射性土壌等搬入物設置工事（２期）
（搬入物の移設工事）

方　法：指名競争入札
金　額：１億５，２２８万円
　　　  （うち消費税等１，１２８万円）
契約者：有限会社おおき建設工業
　　　　代表取締役　大木義雄

議案第2号
大里中部区仮置場
原形復旧工事
（搬出完了に伴う原形復旧）

方　法：指名競争入札
金　額：５，０００.４万円
　　　  （うち消費税等３７０.４万円）
契約者：株式会社阿部工業 天栄支店
　　　　支店長　大平市郎

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業

総
務
常
任
委
員
会

　6月26日～29日、総務常任委員会（委員長:熊田喜八）と産業建設常任員
会（委員長:大須賀渓仁）が先進地視察として、兵庫県稲美町・岡山県真庭市
での行政調査を行いました。

行政
調査

　
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業

を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、趣
味
や
子
育

て
の
経
験
を
生
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
す
る
こ
と
で
、活
動
に
応
じ
て
ポ

イ
ン
ト
が
加
算
さ
れ
、最
終
的
に
は
商
品

券
と
し
て
使
え
る
仕
組
み
で
、取
り
組
ん

で
い
る
自
治
体
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
天
栄
村
で
も
昨
年
か
ら
社
会
福
祉
協

議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
委
託

し
て
、村
内
の
保
育
所
や
介
護
施
設
で

活
動
で
き
る
方
を
募
集
し
て
、趣
味
や

特
技
、子
育
て
の
経
験
を
生
か
し
た
活

動
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
、行
政
調
査
を
行
っ
た
兵
庫
県
稲

美
町
で
は
、本
村
と
同
じ
く
昨
年
か
ら

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。施
設
入
所
者
の
お

世
話
を
す
る
こ
と
で
、参
加
者
の
介
護

予
防
に
も
役
立
っ
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

稲美町役場庁舎前

稲美町役場での研修

山
ぶ
ど
う
を
利
用
し
た
商
品
の
開
発

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
山
ぶ
ど
う
は
鉄
分
と
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
を
た
く
さ
ん
含
ん
だ
果
実
で
、腫
れ
や

む
く
み
を
抑
え
、ま
た
、発
が
ん
の
抑
制

に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
岡
山
県
真
庭
市
の
蒜
山（
ひ
る
ぜ
ん
）

地
域
は
、冷
涼
な
気
候
と
高
原
の
土
地

条
件
を
生
か
し
た
酪
農
や
高
原
野
菜
の

栽
培
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
す
。も
と
も
と

自
生
し
て
い
た
野
生
の
山
ぶ
ど
う
を
、今

か
ら
約
30
年
前
地
域
の
特
産
品
と
し
て

栽
培
化
し
、醸
造
施
設
を
整
備
し
ま
し

た
。そ
の
後
、経
済
産
業
省
の「
地
域
資

源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
し
て
地
域
ブ
ラ

ン
ド
の
認
定
を
受
け
、平
成
22
年
度
に
は

今
回
訪
問
し
た「
ひ
る
ぜ
ん
ワ
イ
ナ
リ

ー
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
６
次
産
業
化
に
至
っ
た
経
緯
と
、観
光

と
農
業
の
連
携
と
い
っ
た
取
り
組
み
事

例
に
つ
い
て
、実
際
の
体
験
談
を
交
え
な

が
ら
の
話
を
聴
く
と
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

ひるぜんワイン有限会社前

ワインによる観光・農業の連携について研修

採択
継続審査

継続審査
とは？

２件の陳情のうち１件を採択、
議員発議案により意見書提出へ

平成30年第3回臨時会の議案審議結果
［期日］ 4月24日

東日本大震災によって経済的に困窮してい
る家庭の子どもたちの就学・修学を保障す
るため、引き続き、平成３１年度以降も全額
国費で支援する「被災児童生徒就学支援等
事業交付金」による十分な就学支援に必要
な予算確保を国に求める。

国の「被災児童生徒就学支援等事業」の継
続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求
める意見書の提出を求める陳情

陳情書２件を受け付け、委員会での審査の結果を踏まえ、本定例会において１件が採択となりました。

総務常任委員会

臓器移植が国民にとって安全で身近なもの
として定着させることの必要性は理解でき
るものの、本陳情が村民にとって有益か、引
き続き審査する必要があるため。

臓器移植の環境整備を求める意見書の採
択を求める陳情

総務常任委員会

閉会中も審査を継続させること。
次回定例会にて再度審議します。

【意見書の送付先】 文部科学大臣、復興大臣、総務大臣、
 財務大臣
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金　額：５，０００.４万円
　　　  （うち消費税等３７０.４万円）
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員
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か
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テ
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イ
ン
ト
が
加
算
さ
れ
、最
終
的
に
は
商
品

券
と
し
て
使
え
る
仕
組
み
で
、取
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。
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会津若松天栄間の道路整備の促進について決議
▶会津若松天栄間道路促進期成同盟会総会／平成30年7月3日

　会津若松天栄間道路促進期成同盟会の総会が、会津
若松市北会津支所にて開催されました。本期成同盟会
は、会津若松市と天栄村を結ぶ市道及び村道の道路整
備について、要望活動を行っています。要望事項には、村
道黒沢線における未整備区間の早期整備等や交付金拡
大などについての内容が含まれます。
　総会には、副会長の添田勝幸天栄村長、産業建設常任
委員５名（大須賀委員長・小山副委員長・渡部委員・北畠
委員・後藤委員）が出席し、事業報告や整備促進を求める
決議について話し合いました。

廣瀬会長による挨拶

活動村議会 議員の

産業建設常任委員会

読まれる議会だよりを目指して
　郡山市ビッグパレットふくしまにおいて、県町村議会
議長会が主催する町村議会広報研修会が行われ、議会
広報常任委員３名が参加しました。研修会では「読まれ
るための議会だよりの編集と表現ポイント」と題し、グ
ラフィックデザイナーの長岡光弘氏による研修が行われ
ました。後半には、県内町村の議会だよりを使用したク
リニック（改善点やアドバイス）が行われ、読まれる＝
意味が分かる広報紙となっているか、視線の誘導を考
慮したデザインなどについて学びました。村民の皆様が
読みやすく、わかりやすい紙面となるよう編集に取り組
んでまいります。

議会広報常任委員会▶町村議会広報研修会参加／平成30年5月23日

総会で事業計画予算決める
　岩瀬地方町村議会議員協議会は、天栄村、鏡石町の議
会議員で構成されており、合同での視察研修や講演会を
通して、岩瀬管内の振興を考え、情報交換を行っています。
　５月１０日（木）に平成３０年度総会が天栄村役場正庁に
て開催されました。町村議会の役職改選に伴う役員の異
動報告、平成２９年度事業報告と収支決算報告並びに平
成３０年度の事業計画と収支予算を原案どおり承認、可決
しました。

研修会の様子

▶岩瀬地方町村議会議員協議会総会／平成30年5月10日

岩瀬地方の議案を提出（渡辺鏡石町議長）

国道１１８号並びに２９４号の改良整備促進を決議
　福島県町村議会議長会の定期総会が、６月４日（月）福
島市の杉妻会館で開催されました。
　県内の町村議長４４名が出席し、会長である村上昭正
会長（小野町議長）が挨拶を行いました。
　総会では、県内町村の優良町村議会や特別功労者、自
治功労者表彰が行われ、多くの議員が表彰を受けました。
　議事では、天栄村関連議題の一般国道１１８号並びに
２９４号の改良整備促進について提出され、採択されまし
た。

▶福島県町村議会議長会定期総会／平成30年6月4日

伊藤哲治西川町議長から挨拶

開会のことばを述べる添田勝幸天栄村長

議会の取り組みや共通課題について意見交換
　平成２９年に全国町村議会議長会から表彰を受けた天
栄村議会の活動状況を視察したいと山形県西川町議会
が来村しました。
　山形県西川町は人口約5,400人、山形県のほぼ中央に
ある県都山形市の西方に位置し、磐梯朝日国立公園の朝
日連峰や月山とその支脈に囲まれている町です。
　天栄村から活動状況について説明を受けた後、共通の
課題について意見交換を行いました。

▶山形県西川町議会が来村／平成30年6月22日

消防団春季検閲式

統率のとれた通常点検を拝見
　６月１７日（日）、村総合農村運動広場で平成３０年度天
栄村消防団春季検閲式が開催され、村議会議員１０名と
公務の合間を縫って駆け付けた国会議員の玄葉光一郎
氏、県議会議員の宗方保氏が来賓として出席されました。
　式では通常点検が行われ、「住民生活に、安全と安らぎ
を与える消防団活動は、地域の宝であり、大きな拠りどこ
ろとなっています。ますます業務に精励されるとともに、
地域住民のため、更なるご協力をお願いしたい。」と村議
会を代表して廣瀬和吉議長が祝辞を述べました。

▶天栄村消防団春季検閲式／平成30年6月17日
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を与える消防団活動は、地域の宝であり、大きな拠りどこ
ろとなっています。ますます業務に精励されるとともに、
地域住民のため、更なるご協力をお願いしたい。」と村議
会を代表して廣瀬和吉議長が祝辞を述べました。

▶天栄村消防団春季検閲式／平成30年6月17日
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　田
園
の
緑
も
色
濃
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。　散

歩
す
る
人
達
も
腕
を
回
し
た
り
、

深
呼
吸
を
し
た
り
、清
々
し
い
気
分
に

浸
っ
て
い
る
姿
を
見
か
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　自
然
に
は
無
限
の
力
が
あ
る
と
言
わ

れ
ま
す
が
、人
間
の
身
体
ば
か
り
で
な

く
、心
も
癒
す
力
に
は
大
き
な
魅
力
を

感
じ
ま
す
。同
僚
議
員
が
一
般
質
問
で

天
栄
村
の
自
然
を
生
か
し
た
村
づ
く
り

を
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、一
考
を
要
す

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　今
月
号
か
ら
広
報
委
員
が
変
わ
り

ま
し
た
。

　前
任
者
が
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が

ら
築
か
れ
た
紙
面
作
り
を
し
っ
か
り
と

引
き
継
ぎ
ま
し
て
、よ
り
一
層
、皆
さ
ん

に
愛
読
さ
れ
る
よ
う
委
員
一
同
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
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No.143

定例会は3月、6月、9月、12月に
行われます。詳しくは議会事務局
へお問い合わせください。

議会のホームページが開設されて
います。議会の概要、会議録（平成
24年3月以降の定例会・臨時会）、議
会だよりが掲載されています。

あなたも議会を
傍聴してみませんか？

議会のホームページを
ご覧ください

☎82－2101

http://www.vill.tenei.fukushima.jp/site/gikai/
をご覧ください。天栄村ホームページトップ 天栄村議会

表紙の写真
　天栄幼稚園う
さぎ組の英語の
授業を取材しまし
た。
　ALTのジャック
リン先生と一緒に
体操したり、ゲー
ムをしたりと楽し
く授業を受けて
いました。
　最後はみんな
でハイタッチをし
てお別れの挨拶
をし、元気な笑顔
を見せていました。

内容は12ページ記事をご覧ください。

主 な 内 容

●平成３０年６月定例会…………P2～3
●３議員が一般質問………………P4～7
●総務・産業建設常任委員会
　合同行政視察 ………………………… P9
●村議会・議員の活動 ……P10～11

会員の方々による合唱

関東地方
天栄村人会総会活動

の村議会 議員

［平成３０年7月8日］

関東地方天栄村人会にて意見交換
　７月８日（日）東京グリーンパレスにて、平成３０年度総
会が実施され、議会議員9名が出席しました。
　総会では、廣瀬議長が議会を代表して挨拶し、「昭和
の時代から毎年こうして、ふるさと天栄に思いを馳せる
皆様と、東京でお会いできることは、村民としても大き
な喜びであり、勇気づけられる」と述べました。
　また、総会後に開催された懇親会では、天栄村民の歌
である「伸びゆく天栄」を斉唱し、アトラクションやカラ
オケなどが行われました。
　歓談の時間には、会員の方々から村に対する思いを
伺うなど、貴重な意見交換の場となりました。


